
日本脳外傷友の会、全国の皆様からの支援金を配分

日本脳外傷友の会へ全国各地の会員賛助会員の皆様から「東日本大震災募金」へ募金

された中から岩手で被災された方々へ義援金をお届けしました。

日本脳外傷友の会東川理事長が岩手入りし、小林、堀間が同行致しました。その時の

記事を東川理事長が通信に掲載されました。今回御承諾いただきイーハトーヴブログ

にも転載させて頂きます。

１７日夜 盛岡に泊まり、あくる日イーハトーヴ代表堀間さんと、副代表小林さんの

運転する車で宮古に向かいま した。

北上山地の下を通りぬけるいくつものトンネルを超えて３時間ほどで宮古市内に入

りました。

皆さんからいただいた救援金は結 論として

①宮古支部に１０万円

②イーハトーブと関連する大槌町のすき昆布屋さん〈里舘さん〉に被災お見舞い金

とし て５万円を 差し上げることで、用意いたしました。

宮古市内はがれき はかたずいているものの、商店などにも（解体）と赤いペンキで

書かれ た家が 多く、あちこちで更地になった場所がありました。

まだ、撤去されずに置かれた ままの船や車の残骸の山も目につきました。

宮古支部長で安否が気遣われた鈴木春枝さんは、（ご子息さんがアメリカで事故にあ

われ体験を高次脳機能障害とともに寄稿しておられる方で す）、高台の住宅地で美容院

を経営しておられ、支部会員を集めて、私たちを出迎えてくださいました。

集まっておられたのはご家族は５組。うち当事者の方お二人、どちらも穏やかなオ

ジサンでした。

支部会の名前はイーハトーヴ沿岸支部「ぽかぽか家族の会」だそうです。

支援金については今までもみなさんから物資 もたくさんいただき本当に助かったので、

これ以上お金を多くもらって も気持 の上で重荷になるからということでしたので,

「１０万円」差し上げることにし ました。

浸水した方へのお見舞いとされるもよし、支部の活動費とするもよしで皆さんと 考

えていただくことにいたしました。



「ぽかぽか家族の会」のみなさんとご一緒の写真を添付いたしますのでご覧ください。

東川理事長と鈴木沿岸支部長 沿岸支部の皆さん

釜石の街の中でやっと営業していたファミレスを見つけて、遅い昼食をとり、大槌

に向かいました。

ＴＶで、よく紹介されるままの被災状況です。でも小林さんや堀間さんの話では

４月に比べたらがれきは大部かたずいて、何よりもたまらなかった匂い が減っている

ということでした。

ふと気がつくと前を神奈川県警と書いたミニパトカー走っています。信号機の

ない街角では兵庫県警と書かれた服のお巡りさんが手信号で誘導をして いまし

た。

自衛隊は撤退したけれど、警察庁はまだまだがんばっておるんですねえ。

ビニール合羽を着て雨の中お墓の整理をしているボランテアグループは岐阜のＮＰ

Ｏの方でした。



すき昆布屋さんの里舘さんはその墓地の奥に小さな斜面にできた仮設住宅に入って

おられました。

添付の写真ＴＶの写っているのが、あると思います。一見仮設とは思えない室内で

すが。

小柄ですが日焼けしたまだ、５０代の海の男という雰囲気の方で、奥様とお母さま

の三人で住んでおられるとのこと、ご家族は なくられた方はおられなかったそうです。

「フォークリフトがほしいとお願いを したが今はまだその必要がないから」とのこと

で、堀間さんとも相談の上「５万円のお見舞い金」を日本脳外傷友の会として差し上

げました。

作業場やご自宅のあった場所を案内していただきましたが、大きな堤防が崩壊し、

地盤沈下で、まるで池のように水がたまったままになっているところ がご自宅と作業

場だったところだそうです。

この浜そのものが今後どうなるのかは 国家的プロジェクトとでもない限り、使える

場所ではないと感じました。

５メートルほどにもうずたかくなっている養殖用の魚網と浮きボールを毎日仕分

けしてゴミとして処分するお仕事をしておられるそうで、今はその日当 で暮らしてお

られるとのこと。

名刺には魚業指導士と印刷してありましたが、この日の新聞には組合員の半数以上

が高齢で、復帰をあきらめている、４人の事業所さんが全国から出資 金を集めて 事業

再開を図ろうとしておられるとの記事が掲載されていましたが、その話はご存じない

ようでした。

ともかく堤防のように高く延々とつみあがった魚網と、浮きボールがかたずくには、

まだまだ大変な時間がかかるでしょう。

そして埋め立て護岸工事のや り直 しなどが できるにはとてもとても長い時間がか



かることを実感いたしました。

「全国の暇なおじさんおばさんがた、ぜひ三陸海岸のかたずけボランテアに参加 して

くださーい」という気分になるところです。

５枚目の写真は東川が個人的に支援している大槌高校の校長さんの写真です。

途中立ち寄ってご挨拶しました。

この学校の特集がＮＨＫＴＶで放映され、避難所として使われていたのですがボラ

ンテア、として懸命に働く生徒や、肉親を亡くし、家もなくなっても クラブ活動の野

球に取り組む生徒の姿に感激して個人的に支援金を送った高校です。素敵なホームペ

ージを立ちあげていますので、興味ある方はご覧く ださい。

http://www2.iwate-ed.jp/oht-h/

まだまだ支援は息長く、必要のようです。じっくりと取り組まねば

と感じました。今後の取り組みについてイーハトーヴと相談していきます。

http://www2.iwate-ed.jp/oht-h/

